














まとめ 

1)昨年度に引き続きD・Cの療育において発達水準に基づいた認知発達教育の課題の工夫と,

総合的なバッテリーを用いた評価について検討した。 

2)評価バッテリーのうち,表象機能発達段階は,認知面の構造上の変化をとらえることを主

眼としており,発達課題や治療教育上のねらいを示唆するガイドラインとして有用である

ことが示された。 

3)今回対象となった精神遅滞の症児のほとんどが「表象機能がはっきり認められる」段階

Ⅳと評価された。この段階の症児においてはゲームなど自然なあそび状況を工夫するなか

で,表象機能の発達だけでなく情緒面での発達も促すことが可能であることを示した。 

4)今後の課題としては,①総合的な評価バッテリーの工夫,②評価バッテリーの内,特に表

象機能発達段階評価の妥当性の検討,③認知発達水準に基づいた治療教育プログラムのガ

イドラインの作成。があげられる。 


